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概要： 

2003 年に X(3872)の発見に伴い、ハドロン分野では、様々なテトラクオークや

ペンタクオークの探索実験、およびその構造の研究が実験・理論両面から活発に

行われている。そのような状況の中、2015 年に LHCb でチャームクオークを含む

ペンタクオーク Pc が発見され、その存在形態（コンパクトクオーク的な状態か、メ

ソンーバリオン分子状態的なのか etc）の理解、構造の研究に注目が集まった。

そのような状況が動機となり、自身で開発ガウス展開法を活用して、Pc ペンタク

オークの研究に取り組む。本研究では、構成子クオーク模型を用いる。気を付け

るべき点は、Pc は共鳴状態であり、また、発見されたエネルギー領域には、いくつ

も閾値が存在することである。そこで、これらの閾値の再現し、なおかつ散乱状態を

陽に取り入れる計算が重要である。本セミナーでは、この点に注意し、どのように散

乱状態を取り入れて計算をしたのかについて講演し、また本計算における Pc の結

論を述べる[1]。同時に、実験ではまだ発見はされていないが、束縛状態としての

テトラクオークの理論的に研究についても紹介する[2]。 
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